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2024 年 7 月 22 日 -24 日、韓国、ソウル国立大学始
興キャンパスにて開催された East Asian ALMA Science 
Workshop に参加、講演してきました。このワーク
ショップは東アジアの ALMA ユーザーが年一回集まり、
最新の成果を公表したり今後の共同研究のための議論
をするもので、日本、台湾、韓国が持ち回りで開催し
ています。昨年は台湾で今年が韓国でした。韓国は文
字も言葉もわからず、台湾よりも出張するにはハード
ルが高いです。行こうかどうか迷っていたところに、
台湾中央研究院の大橋永芳氏から、ALMA の大型観測
プログラム eDisk の講演を自分の代わりに行なってほ
しいと依頼がありました。大橋氏は eDisk の PI ですが、
EA ALMA の時は別の研究会に参加予定ということでし
た。そういうことであれば、せっかくなので行くこと
に決めました。

前日の７月２１日に福岡空港経由で仁川空港に渡航
しました。仁川空港で入国した瞬間、文字、言葉の洗
礼を受けました。40 分くらいうろうろしてなんとか日
本語でシャトルバスのチケット販売機を見つけ、始興
キャンパスの近くまでいくバスに乗ることができまし
た。宿泊場所はキャンパス内の宿泊施設です。空港か
ら宿泊場所まではタクシー移動を認めてほしいです。
とにかく Google のおかげもありなんとか現地には辿り
着け、落ち着くことができました。一番のハードルを
超えたので、ほっとしました。

このワークショップは、大学のレストランが最終日
の夕食以外、3 食を提供してくれることになっていま
した。次の朝から朝食にいきました。そこで多くの久
しぶりの顔ぶれに会うことができました。食事中の話
は弾み、楽しい研究会が始まったのを実感します。朝
食後、隣の部屋でワークショップが始まりました。初
日は主として大質量星形成の話題でした。２日目の午
前は「10 years of EA ALMA」というセッションで日本、
台湾、韓国それぞれ井口さん、Paul Ho, Jongsoo Kim
が講演を行いました。ALMA が本格的に始まったのは
高桑が台湾にいた頃で、その頃の懐かしい話が出てき
ました。とりわけ、Paul Ho の話を久しぶりに聞けた
のは非常によかったです。Paul Ho は高桑が台湾中央
研究院 (ASIAA) 時代の上司です。こういった話を聞い
た２日目からは、高桑は鹿児島大学から来たというよ

国際研究会 : East Asian ALMA Science Workshop 2024

高桑 繁久　( 鹿児島大学 )

図 1 :   ASIAA の現役、卒業メンバーが集まって記念撮影。
東アジアの電波天文学者には、ASIAA の現役、または卒業
メンバーが多く存在する。

りは、ASIAA のメンバーになっていました（図１）。

高 桑 自 身 の 講 演 は ２ 日 目 の 午 後 で し た。「The 
present status of eDisk」ということで、eDisk のこれ
までの成果や現在進行中のプロジェクトについて講演
しました。前回、Mini Workshop of Star Formation の
時の講演では英語が滑っていた印象があったので、今
回は時間も３０分あるのでゆっくり喋ろうとしました。
それは達成したのですが、代わりに講演時間が足りな
くなり、これからの話題にはほとんどいけませんでし
た。国際研究会の講演なんて何回もやっているはずで
すが、まだまだ難しいです。

講演の合間の Tea Time や食事の時間は、日本、台湾、
韓国の様々な研究者と色々な話をすることができまし
た。鹿児島にいるだけだと実感しないのですが、こう
いった場所に行くと自分もまだまだ認識はされている
ということを実感できます。みんなとてもフレンドリー
で、例えば夕食の後には韓国の Chang-Won Lee がリー
ダーとなって川沿いの散策に連れて行ってくれました。
最終日には、韓国の Woojin Kwon が韓国焼肉、冷麺、
韓国スープ全て楽しめるお店に連れて行ってくれまし
た。行って本当に良かったと思いました。

最後ですが、次の EA ALMA workshop は鹿児島で開
催することになってしまいました。みなさん、鹿児島
に来たいみたいです。
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3 大学（鹿児島・愛媛・熊本）合同企画

鹿児島・愛媛・熊本の３大学は、大学院及び学部教
育を中心に連携協定を結んでいます。その中で、大学
院講義における単位互換、そして、鹿児島大学で行わ
れる電波天文観測実習及び合同研究発表会を毎年行っ
ています。従来は、これら実習と発表会を一同鹿児島
に会して実施したこともありました。しかし、経費節
減とハイブリッド形式（各大学では対面で、大学間は
遠隔中継で実施）の普及により、本年2023年度だけで
なく当面の間ハイブリッド形式でこれら企画が実施さ
れることでしょう。いつか、合宿形式でこれらの企画
を実施できる日が来ることを願うところです。

ともあれ、2023年度にはまず、2月19日（月）に合
同発表会が開催されました（下写真）。

今井 裕 ( 鹿児島大学 )

鹿児島・愛媛・熊本大学それぞれから4・3・２名の
学部４年生と大学院生に研究発表をして頂きました。
従来よりも発表者数が減りましたが、その分一人当た
りの持ち時間を増やすことができ（発表＋質疑合わせ
て15分間）、より盛んな質疑へと繋がりました。近年
のソフト・ハード面の急速な技術革新を反映した興味
深い研究の成果・試行について発表を聞くことができ
ました。その中にはSETI（地球外知的生命体探査）や
機械学習・ビッグデータ解析をテーマにしたものも含
まれていました。鹿児島大学側では、口径1m光赤外線
望遠鏡で新規開発された可視・近赤外５バンド同時撮
像システムを完成させたことを契機に、開発研究室を
代表した発表がありました。発表者数の人数に制約が
あることから、この様に研究室の活動をまとめる様な
内容に基づいた発表も今後推奨しても良いでしょう。

また今年度は、鹿児島大学側で１年生の視聴参加者

が居ました。早くから研究活動に対して大きな関心を
寄せる学生の登場により、この発表会が学生に大きな
刺激をもたらしていることを実感するところです。

3/4（月）には、合同電波天文観測実習が実施され
ました（下写真、zoom録画より）。鹿児島、熊本大学
からはそれぞれ4名ずつ、愛媛大学からはzoom画面で
確認できるだけでも10名以上の参加がありました。

午前中は電波天文学に関する講義、午後はデータ分
析実習という構成です。この実習は主に学部２年生を
対象にしており、鹿児島大学理学部理学科物理・宇宙
プログラムの２年生が専攻する研究分野（物理 or 宇
宙）の選択にも参考になるものです。

今回、愛媛大学の方で参加学生対象にアンケートが
行われました。それによると、内容は充実しており、
学問分野の様子を実感できたという好評が得られた一
方で、企画進行のペースが早く、時々出てくる専門用
語について解説が分かりづらく、企画の進行について
いくことが難しかったという意見がありました。指摘
された点については、内容をもう少し絞り込むなどし
て視聴しやすい、実践しやすいものにしなければと考
えております。ともあれ、来年度以降も持続的に開催
できるように企画内容の手直しを続けていきます。
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宇宙を学べる大学

「宇宙を学べる大学」というのは、文字通り宇宙を
学べる大学が集まって、宇宙・天文に興味を持つ高校
生や大学院志望の大学生に各大学を紹介するイベント
のことです。毎年開催されているこのイベントは二つ
に分かれていて、一つは実際に各大学の代表が集まっ
て、高校生、大学生の前で講演したりポスターで説明
したりするイベントです。今年のタイトルは「天文学
者大集合!宇宙を学ぶ大学紹介イベント-第１７回- 宇宙
（天文）を学べる大学合同進学説明会」です。昨年は
コロナ明けで久しぶりに対面での開催でしたが、今年
度は準備も大変ということでzoom上のオンライン講演
のみとなり、2024年7月13日に実施されました。この
進学説明会については、宇宙を学べる大学 in 関西が
元々の母体ですが、他にも宇宙を学べる大学 in ?? も
あります。今は、宇宙を学べる大学 in 関西が全国の中
心になってきている感じです。

イベントのもう一つの大事な側面は、ウェブサイト
に各大学の情報をアップデートしていくものです。宇
宙を学べる大学でgoogle 検索すると、「宇宙を学べる
大学（20XX年度版）一覧表」というものを見つける
ことができます。ここには大学、学部名、学生数、教
員名のみでなく、開講している講義やゼミ、卒研の内
容、タイトルまで見ることができます。このウェブサ
イトの鹿児島大学の情報のアップデートを高桑が担当
してきました。

講演は各大学に１０分程度の時間が割り当てられ
て、各大学の特徴を学生にアピールしていきます。高
桑が学生時代の時とは違い、今は宇宙を学べる大学も
増えています。そのため、各大学でそれぞれ特徴を出
す必要があります。各大学それぞれ工夫されているの
がわかりました。特にいいと思ったのは、兵庫県立大
学の伊藤洋一教授の講演です。大学附属のなゆた望遠
鏡の現場から中継して、望遠鏡の紹介を行っていまし
た。これは、入来観測所をもつ鹿児島でも検討すべき

高桑 繁久  ( 鹿児島大学 )

方法かもと思いました。鹿児島大学の紹介自体は、
我々の研究成果のアピールや天の川センターの紹介も
含めて行いました。天の川センターや入来観測所をも
つ我々は、学生にとっても魅力的なところのはずで
す。ただよく聞かれるのは、鹿児島は遠いということ
です。今の時代、鹿児島は大して遠くないので、そこ
を学生に伝えていく必要もあるのかもしれません。

全大学の講演が終わったあと、まとめて質問時間が
取られました。結構色々と質問が出ました。その中で
一番印象深かったのは、「宇宙の研究に興味があって
やってみたいが、何に役に立つのかわからない。自分
がやってみたいという思いだけでやっていいものなの
か？」という質問です。これについては、どの大学の
先生方も「それでやっていいんだ、役にたつたたない
なんて考えなくていい」という答えでした。「大谷選
手がホームラン打って役にたっているかどうか」とい
う先生もいました。高桑も「役にたたないことに夢中
になれる、夢を持つことができることが人間の素晴ら
しいところだ」と伝えました。みなさん、同意してく
ださいますでしょうか？

今後、大学に入学する人口はますます減少します。
国立大学とはいえ、鹿児島大学も安穏としてはいられ
ないと思います。幸い、鹿児島大学宇宙グループは学
生から人気があり、大学院の定員もきちんと埋めてい
ます。我々、天の川センターのメンバーは、今後も優
秀な学生を多く集めることができるように努力を継続
していかないといけないと思います。そのための一つ
の努力として、この宇宙を学べる大学のイベントがあ
ると思います。これだけで多くの学生が集まったとい
うことにはなっていないのですが、こういった小さな
ことの積み重ねは続けていかないといけないと思いま
す。
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愛媛・鹿児島・熊本・山口　
四大学合同七夕講演会 2024「宇宙への招待」

2024 年 7 月 7 日 ( 日 ) に、愛媛大学、鹿児島大学、

熊本大学、山口大学の共同開催で、四大学合同七夕講

演会 2024「宇宙への招待」が開催されました。日本

天文学会では、多くの方に天文学や宇宙に親しんでい

ただくため、毎年七夕の時期に全国各地で「全国同時

七夕講演会」というイベントを開催しています。今回

開催された四大学合同七夕講演会もそのイベントの一

環として行われました。講演会は、愛媛大学および山

口大学の現地会場とオンライン会場を組み合わせたハ

イブリット形式で開催され、小学生から大人まで約

100 人の方が参加してくださいました。また、大阪府

富田林市に所在する、プラネタリウムを有する施設「す

ばるホール」でも講演会の様子を中継上映していただ

きました。

講演会では、天文学の中でも異なる分野を専門とす

る 3 名が、それぞれ講演を行いました。最初の講演で

は、私が「星の赤ちゃんはロケット ? シミュレーショ

ンで迫る星・惑星系の誕生過程」というタイトルで星

や惑星の誕生過程について講演しました。次の講演で

は、愛媛大学の大森清顕クリストファ特別研究員が「す

ばる望遠鏡観測で見る銀河の衝突合体」というタイト

ルで銀河や銀河の衝突合体について講演しました。最

後の講演では、山口大学の藤澤健太教授が「電波で見

た宇宙の姿」というタイトルで電波望遠鏡やそれを用

いたブラックホールの観測について講演しました。各

講演者は、シミュレーションや光赤外線観測、電波観

測など、それぞれの得意とする研究手法の説明を交え

ながら、最新の研究成果を紹介しました。各講演のあ

との質疑応答の時間には多くの参加者から質問をいた

だき大盛況でした。

髙石 大輔  ( 鹿児島大学 )

講演会では、星や惑星からブラックホールや銀河に

至るまで、さまざまなスケールの天体や関連する話題

が紹介され、四大学それぞれの研究の特色が色濃く反

映された内容となりました。講演後のアンケートでは

「非常に面白かった」という声が多く寄せられ、参加者

の皆様にとって天文学や宇宙に親しんでいただける有

意義な機会となったことをたいへん嬉しく思います。

今後も、四大学合同で七夕講演会を開催する予定で

す。本記事をお読みいただき少しでもご興味を持たれ

た方は、ぜひ次回の講演会にご参加ください。この七

夕講演会を通じて、天文学や宇宙に興味関心を持つ方

が増えることを願っています。また、この講演会をきっ

かけに「天文学を大学で学びたい、研究したい」と志

望し、四大学へ進学してくださる方が現れることを期

待しております。ぜひ一緒に天文学を学び、研究しま

しょう。

会場：
愛媛会場
愛媛大学 南加記念ホール（松山市文京町3番）

山口会場
山口大学 大学会館会議室(山口県山口市吉田1677-1)

オンライン (ZOOMウェビナー先着500名)

参加費： 無料
オンライン参加のみ事前申込みが必要です
参加ご希望の方は下記URLよりお申込みください。
https://forms.gle/r1oeMnwSaJi3GqBH8
(QRコードからも申し込み頂けます)
締切：2024年7月3日(水)

主催：
愛媛大学 宇宙進化研究センター E-mail: center@cosmos.ehime-u.ac.jp HP:  http://www.cosmos.ehime-u.ac.jp/
鹿児島大学 天の川銀河研究センター E-mail:  agarc-adm@sci.kagoshima-u.ac.jp HP: http://agarc.sci.kagoshima-u.ac.jp/
熊本大学理学部 E-mail: astro.kumamoto@gmail.com HP: http://www.sci.kumamoto-u.ac.jp/physics/cosmology/
山口大学 時間学研究所 E-mail: jikann@yamaguchi-u.ac.jp HP: http://www.rits.yamaguchi-u.ac.jp/
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1 年前のこのニュースで、「可視光・近赤外線同時多
色撮像に向けて」という記事を書きました。今回は 1m
望遠鏡における「可視光・近赤外線同時多色 ( バンド ) 
撮像」の現状について述べたいと思います。

まず最初に 1m 望遠鏡での「可視光・近赤外線多バン
ド同時測光」は、1m クラスの望遠鏡の観測形態の究極
形の一つだと考えています。すばる望遠鏡などの大口径
望遠鏡と違い、口径が 1m 程度の望遠鏡は世界に多数あ
り、国外ではクローズされることも少なくありません。
そのような状況で 1m 望遠鏡を「研究」に活用していく
ためには、ユニークな、可能であるならば世界で唯一無
二の特徴を持たせなければなりません。このような方向
性の一つが多バンド同時測光だと考えており、私が鹿児
島大学に着任した 10 年前からその構想を温めてきまし
た。特に可視光から近赤外線までを幅広くカバーした多
バンド同時測光は、世界でも稀有であり、世界で唯一無
二とまではいかないまでも、かなりユニークな存在にな
ると思っていました。

1m 望遠鏡での可視光・近赤外線同時観測は、可視光
部分 ( g’ バンド、i’ バンド ) と近赤外線部分 ( J バンド、
H バンド、Ks バンド ) に分かれており、それぞれが独
立したカメラであり、可視カメラ、kSIRIUS と呼んでい
ます。それぞれ単体については、過去のセンターニュー
スで紹介していますので詳細は省きますが、これらは私
と鹿児島大学の大学院生による手作りカメラで、それぞ
れ 2022 年 12 月と 2023 年 1 月に 1m 望遠鏡でファー
ストライトを迎えました。その後、可視カメラのほうは
いくつかの不具合があり、その改良を行っていること
を前々号でお知らせしていました。2024 年 1 月に可視
カメラの改良に一区切りがつき、改めて 1m 望遠鏡に取
りつけることになりました。可視カメラは、改良前に比
べて、読み出しノイズがずいぶん小さくなり、迷光も少
なくなりました。また、CCD イメージセンサを冷却し、
一定温度で保つこともできるようになり、安定した観測
ができるようになりました。図 1 は、可視カメラで撮

影したオリオン大星雲 M42 です。このように、近赤外
線 3 波長の kSIRIUS、可視光 2 波長の可視カメラがそれ
ぞれ準備できたことにより、いよいよ可視光・近赤外線
5 バンド同時観測が可能となりました。

ここで、可視光・近赤外線 5 バンド同時観測のメリッ
トを改めて復習しておきたいと思います。通常のカメラ
はイメージセンサが 1 個搭載され、同時には一つの波
長 ( バンド ) でしか観測ができず、異なる波長で観測す
るためには、フィルタを交換して別々に観測をする必要
があります。天体の多くはフィルタを交換しているあい

可視光・近赤外線 5 バンド同時測光
永山 貴宏 ( 鹿児島大学 )

図 1: 可視カメラで撮影した M42 オリオン大星雲。左：g’ バンド、
右：i’ バンド

だに明るさが変化することはないので、フィルタを交換
しながら観測しても問題ありません。しかし、天体の中
には変光星と呼ばれる明るさを変化させる天体や、超新
星などの突然明るくなる天体があります。なかには、明
るさの変化の時間スケールが短くフィルタを交換してい
る間に明るさが変化してしまうような天体も存在しま
す。このような天体に対してはフィルタ交換式のカメラ
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では複数の波長における明るさの変化を得ることはでき
ません。しかし、私達は、可視光から近赤外線までの 5
つの波長それぞれに専用のフィルタとイメージセンサを
準備することで、5 つの波長での明るさの変化を連続的
に記録することができます。また、可視光から近赤外線
をカバーしていることも重要です。なぜなら、明るさを
激しく変化させる天体は、可視光と近赤外線で明るさの
変化の様子が異なることも多いからです。可視光と近赤
外線は電磁波としては隣接しており、波長はわずか数倍
しか違いませんが、黒体輻射として考えると、数千度か
ら数万度程度の温度の天体の輻射のピークはちょうどこ
のあたりにあるため、観測する波長が輻射のピークより
短いか長いか ( ウィーン側かレーリー・ジーンズ側か )
で、明るさの変化の様子が大きく異なります。可視光と
近赤外線では、ライトカーブ ( 明るさの時間変化 ) がまっ
たく異なるということも多々あります。可視光から近赤
外線までの明るさの変化を網羅することで、その天体が
どのようにして明るさや色を劇的に変化させているかに
迫ることが できるのです。

最後に 1m 望遠鏡で得られた 5 波長同時観測の例を 1
つお見せしたいと思います。図２は 1m 望遠鏡で得られ
た新星状天体「さんかく座 RW 星」のライトカーブで
す。可視カメラと kSIRIUS による約 5 時間 (0.2 日 ) の
同時連続観測によって得られたものです。図中の色の違
いが観測した波長の違いを表しており赤っぽい色ほど長
い波長になっています ( 詳細は凡例参照 )。この図で最
も印象的なことは、横軸：0.88 付近の明るさが暗くなっ
ている「食」において、波長によって食の深さが大きく
ことなるということです。波長によって暗くなり方が異
なるということは物理的な意味を持っており、これを深
く考察することで新たな知見が得られるものと考えてい
ます。さらにもう一つ強調しておきたいことは、この
ように時間的に密な 5 本のライトカーブを得ることは、
世界的にもなかなか難しく、私たちのカメラの本領が発
揮された良い例と言えます。このような観測がわずか

5 時間ででき、今後、何度でも実施することができると
いうことは非常に重要なことだと思っています。今後の
1m 望遠鏡と可視カメラ・kSIRIUS の活躍に期待してい
ただけたらと思います。

図 2：1m 望遠鏡 ( 可視カメラ /kSIRIUS) で得られたさんかく座
RW 星のライトカーブ
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入来天文台施設公開
要領と情報公開

施設公開の経緯について

1. AGARC 構成員が実施する企画として、入来天文台施

設公開に関して正式かつ積極的に情報公開します。 

その内容につきましては、　2024 年 4 月より AGARC

のホームページにて ( 以下 URL 参照 ) 確認できる様

になっています。

h t t p : / / a g a r c . s c i . k a g o s h i m a - u . a c . j p / j a /

observatory_visit/

2. 上記に伴い、正式に公開する内容をまとめた案内を

PDF ファイルとして提示し、それに準拠した上で問

い合わせフォームを介して受け付ける仕組みを作り

ました。

ご案内 PDF ファイル : 

http://agarc.sci.kagoshima-u.ac.jp/wordpress/

wp-content/uploads/2024/04/b2bc5138b2568

d62874a64613eb5c9b9.pdf

問い合わせフォームへのリンク：

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSd

7D6BEKfToFQGFklGVH7NV9EREc32d36375i7m5

5ojhBao-w/viewform

3. 正式に公開する内容によると、当面は比較的中規模（参

加者数 10 人程度）の団体による見学とそれに関連し

た教育・天文学普及に資する催しに絞った企画を中

心に実施することになりました。特に 1m 光赤外線

望遠鏡見学に関しては、他の学内組織との調整が絡

むので、2—3 カ月前からの問い合わせ・申し込み・

各種調整が必要となります。一方不特定多数の一般

客を受け入れるという定義に即した特別施設公開は、

実施諸条件を満たす目処が立つまでは見送りとなっ

ています。

この様な状況から施設公開を少しずつ盛り上げ、学

内外により多くの協力者を得ながら、より認知度の

高い施設公開企画へと発展させていきたいところで

す。

COVID-19 禍によりしばらく休止していた入来天文台の
施設公開につきまして、正式に AGARC として責任を持っ
て一般市民向け施設公開企画を行う段取り・手続きが決
まり、AGARC のホームページにて公表しました。

ここでいう「入来天文台」とは、鹿児島大学共同獣医
学部附属南九州畜産獣医学教育研究センター入来牧場の
敷地内にある、国立天文台 VERA 入来観測局と鹿児島大
学口径 1m 光赤外線望遠鏡観測施設をまとめた天文観測
施設を指します。今回、施設公開情報の HP 上公開の機
会に、正式にこの名称が定義されました。

入来天文台のうち VERA 入来局については、観測局に
人員 (AGARC 教員や大学院生、観測局運用支援員 ) が滞
在している日において、日中運用棟を公開し個別見学に
対応してきました。個別見学よりも大人数の受け入れが
必要な企画についても、事前の問い合わせ・申し込みが
入来局現地にあれば、関係する教員の独自判断で対応し
てきました。2017 年まで行われていた (2018 年と 2019
年は悪天候のため公式には中止となった ) 一般特別公開
企画「八重山高原星物語」についても、同様に対応して
きました。この企画については、本学理学部 ( 旧 ) 物理科
学科において「公開講座実習」を受講する学生が、理科
実験やミニ講演などでボランティアとして参加していま
した。

しかし、2020 年頃から本学における研究・教育環境、
VERA の運用、そして地元薩摩川内市入来地区における社
会事情が大きく変化し、過去の規模や実施方法では公開
企画の継続が厳しくなりました。また、本学において社
会貢献の推進を掲げている反面、それに対応するべくこ
れら企画に対して、諸事情を経るうちに本学が公開企画
に対して組織的に認知・支援する仕組みが崩れてしまい
ました。過去の企画には相当人的・金銭的資源を投入し
てきましたが、近年それらに大きな制約が出てきた中で、
開催企画における投入資源とその社会的効果（例えば、
入来天文台の認知度や、教育的成果としての地元高校生
の本学への進学）とのバランスも考慮する必要がありま
す。過去の企画は特定教員の個人的判断・裁量に基づい
て進められてきました。しかし今後は、AGARC 構成員や
本学組織との信頼・連携関係構築を図る段取りを意識し
た「持続可能な」企画開催方法を整備することが必要に
なりました。

こうした背景を考慮して議論した末に新たに整備され
た企画開催方法についてまとめると、次の通りとなりま
す。

公開方法について



30

1.	 M. D. Gorski, S. Aalto, S. König, C. F. Wethers, C. 
Yang, S. Muller, K. Onishi, M. Sato, N. Falstad, Jeffrey 
G. Mangum, S. T. Linden, F. Combes, S. Martín, M. 
Imanishi, Keiichi Wada, L. Barcos-Muñoz, F. Stanley, S. 
García-Burillo, P.P. van der Werf, A. S. Evans, C. Henkel, 
S. Viti, N. Harada, T.Díaz-Santos, J. S. Gallagher, and E. 
González-Alfonso "A Spectacular Galactic Scale MHD-
Powered Wind in ESO 320-G030" , 2024, Astronomy & 
Astrophysics, Volume 684, id.L11, 9 pp.

2.	 Iwasawa, K. ; Liu, T. ; Boller, Th. ; Buchner, J. ; Li, J. ; 
Kawaguchi, T. ; Nagao, T. ; Terashima, Y. ; Toba, Y. ; 
Silverman, J. D. ; Arcodia, R. ; Dauser, Th. ; Krumpe, 
M. ; Nandra, K. ; Wilms, J. "Steep-spectrum AGN in 
eROSITA Final Equatorial-Depth Survey (eFEDS): Their 
host galaxies and multi-wavelength properties" , 
2024, Astronomy & Astrophysics, Volume 684, id.A153, 
8 pp.

3.	 Nakatsuno, Naoki ; Baba, Junichi  "Dynamical influence 
of a central massive object on double-barred galaxies: 
self-destruction mechanism of secondary bars" , 
2024, Publications of the Astronomical Society of Japan, 
Volume 76, Issue 2, pp.316-328

4.	 Matsuoka, Yoshiki ; Izumi, Takuma ; Onoue, Masafusa 
; Strauss, Michael A. ; Iwasawa, Kazushi ; Kashikawa, 
Nobunari ; Akiyama, Masayuki ; Aoki, Kentaro ; Arita, 
Junya ; Imanishi, Masatoshi ; Ishimoto, Rikako ; 
Kawaguchi, Toshihiro ; Kohno, Kotaro ; Lee, Chien-
Hsiu ; Nagao, Tohru ; Silverman, John D. ; Toba, Yoshiki 
"Discovery of Merging Twin Quasars at z = 6.05" , 
2024, The Astrophysical Journal Letters, Volume 965, 
Issue 1, id.L4, 8 pp.

5.	 Tokuda, Kazuki ; Harada, Naoto ; Omura, Mitsuki ; 
Matsumoto, Tomoaki ; Onishi, Toshikazu ; Saigo, 
Kazuya ; Shoshi, Ayumu ; Nozaki, Shingo ; Tachihara, 
Kengo ; Fukaya, Naofumi ; Fukui, Yasuo ; Inutsuka, 
Shu-ichiro ; Machida, Masahiro N. "Discovery of 
Asymmetric Spike-like Structures of the 10 au Disk 
around the Very Low-luminosity Protostar Embedded 

in the Taurus Dense Core MC 27/L1521F with ALMA" 
, 2024, The Astrophysical Journal, Volume 965, Issue 2, 
id.99, 10 pp.

6.	 Baba, Shunsuke ; Wada, Keiichi ; Izumi, Takuma ; 
Kudoh, Yuki ; Matsumoto, Kosei "Circumnuclear 
Multiphase Gas in the Circinus Galaxy. VI. Detectability 
of Molecular Inflow and Atomic Outflow" , 2024, The 
Astrophysical Journal, Volume 966, Issue 1, id.15, 16 
pp.

7.	 Encalada, Frankie J. ; Looney, Leslie W. ; Takakuwa, 
Shigehisa ; Tobin, John J. ; Ohashi, Nagayoshi ; 
Jørgensen, Jes K. ; Li, Zhi-Yun ; Aikawa, Yuri ; Aso, 
Yusuke ; Koch, Patrick M. ; Kwon, Woojin ; Lai, 
Shih-Ping ; Lee, Chang Won ; Lin, Zhe-Yu Daniel 
; Santamaría-Miranda, Alejandro ; de Gregorio-
Monsalvo, Itziar ; Phuong, Nguyen Thi ; Plunkett, 
Adele ; Sai (Insa Choi), Jinshi ; Sharma, Rajeeb ; Yen, 
Hsi-Wei ; Han, Ilseung "Early Planet Formation in 
Embedded Disks (eDisk). XIII. Aligned Disks with 
Nonsettled Dust around the Newly Resolved Class 0 
Protobinary R CrA IRAS 32" , 2024, The Astrophysical 
Journal, Volume 966, Issue 1, id.32, 27 pp.

8.	 Toba, Yoshiki ; Hashiguchi, Aoi ; Ota, Naomi ; Oguri, 
Masamune ; Okabe, Nobuhiro ; Ueda, Yoshihiro ; 
Imanishi, Masatoshi ; Nishizawa, Atsushi J. ; Goto, 
Tomotsugu ; Hsieh, Bau-Ching ; Kondo, Marie ; 
Koyama, Shuhei ; Lee, Kianhong ; Mitsuishi, Ikuyuki ; 
Nagao, Tohru ; Oogi, Taira ; Sakuta, Koki ; Schramm, 
Malte ; Yanagawa, Anri ; Yoshimoto, Anje "Active 
Galactic Nucleus Properties of ∼1 Million Member 
Galaxies of Galaxy Groups and Clusters at z < 1.4 
Based on the Subaru Hyper Suprime-Cam Survey" , 
2024, The Astrophysical Journal, Volume 967, Issue 1, 
id.65, 19 pp.

9.	 Pouliasis, E. ; Ruiz, A. ; Georgantopoulos, I. ; Vito, F. ; 
Gilli, R. ; Vignali, C. ; Ueda, Y. ; Koulouridis, E. ; Akiyama, 
M. ; Marchesi, S. ; Laloux, B. ; Nagao, T. ; Paltani, S. ; 
Pierre, M. ; Toba, Y. ; Habouzit, M. ; Vijarnwannaluk, B. 
; Garrel, C. "Active galactic nucleus X-ray luminosity 
function and absorption function in the Early Universe 
(3 ≤ z ≤ 6)" , 2024, Astronomy & Astrophysics, Volume 
685, id.A97, 25 pp.

査読付き論文

2024年4月～2024年9月



31

10.	中西 裕之 , 矢崎 義直 , 下田 治信 , 榊原 保志  " 移動式
プラネタリウムを利用した日周運動・年周運動に関す
る試行授業―自作プラネタリウムを中学校に持ち込ん
で―" , 2024, 地学教育 , 76 巻 , pp. 81-95

11.	Kawata, Daisuke ; Kawahara, Hajime ; Gouda, Naoteru 
; Secrest, Nathan J. ; Kano, Ryouhei ; Kataza, Hirokazu ; 
Isobe, Naoki ; Ohsawa, Ryou ; Usui, Fumihiko ; Yamada, 
Yoshiyuki ; Graham, Alister W. ; Pettitt, Alex R. ; Asada, 
Hideki ; Baba, Junichi ; Bekki, Kenji ; Dorland, Bryan N. 
; Fujii, Michiko ; Fukui, Akihiko ; Hattori, Kohei ; Hirano, 
Teruyuki ; Kamizuka, Takafumi ; Kashima, Shingo ; 
Kawanaka, Norita ; Kawashima, Yui ; Klioner, Sergei 
A. ; Kodama, Takanori ; Koshimoto, Naoki ; Kotani, 
Takayuki ; Kuzuhara, Masayuki ; Levine, Stephen E. 
; Majewski, Steven R. ; Masuda, Kento ; Matsunaga, 
Noriyuki ; Miyakawa, Kohei ; Miyoshi, Makoko ; 
Morihana, Kumiko ; Nishi, Ryoichi ; Notsu, Yuta ; 
Omiya, Masashi ; Sanders, Jason ; Tanikawa, Ataru ; 
Tsujimoto, Masahiro ; Yano, Taihei ; Aizawa, Masataka 
; Arimatsu, Ko ; Biermann, Michael ; Boehm, Celine ; 
Chiba, Masashi ; Debattista, Victor P. ; Gerhard, Ortwin 
; Hirabayashi, Masayuki ; Hobbs, David ; Ikenoue, 
Bungo ; Izumiura, Hideyuki ; Jordi, Carme ; Kohara, 
Naoki ; Löffler, Wolfgang ; Luri, Xavier ; Mase, Ichiro 
; Miglio, Andrea ; Mitsuda, Kazuhisa ; Newswander, 
Trent ; Nishiyama, Shogo ; Obuchi, Yoshiyuki ; 
Ootsubo, Takafumi ; Ouchi, Masami ; Ozaki, Masanobu 
; Perryman, Michael ; Prusti, Timo ; Ramos, Pau ; 
Read, Justin I. ; Rich, R. Michael ; Schönrich, Ralph ; 
Shikauchi, Minori ; Shimizu, Risa ; Suematsu, Yoshinori 
; Tada, Shotaro ; Takahashi, Aoi ; Tatekawa, Takayuki 
; Tatsumi, Daisuke ; Tsujimoto, Takuji ; Tsuzuki, 
Toshihiro ; Urakawa, Seitaro ; Uraguchi, Fumihiro ; 
Utsunomiya, Shin ; Van Eylen, Vincent ; van Leeuwen, 
Floor ; Wada, Takehiko ; Walton, Nicholas A. "JASMINE: 
Near-infrared astrometry and time-series photometry 
science" , 2024, Publications of the Astronomical Society 
of Japan, Volume 76, Issue 3, pp.386-425

12.	Tachihara, Kengo ; Fukaya, Naofumi ; Tokuda, Kazuki 
; Yamasaki, Yasumasa ; Nishioka, Takeru ; Abe, Daisei 
; Inoue, Tsuyoshi ; Harada, Naoto ; Shoshi, Ayumu 
; Nozaki, Shingo ; Sato, Asako ; Omura, Mitsuki ; 
Fujishiro, Kakeru ; Fukagawa, Misato ; Machida, 

Masahiro N. ; Kanai, Takahiro ; Oasa, Yumiko ; Onishi, 
Toshikazu ; Saigo, Kazuya ; Fukui, Yasuo "Internal 
1000 au Scale Structures of the R CrA Cluster-
forming Cloud. I. Filamentary Structures" , 2024, The 
Astrophysical Journal, Volume 968, Issue 2, id.131, 16 
pp.

13.	Yen, Hsi-Wei ; Williams, Jonathan P. ; Sai, Jinshi ; Koch, 
Patrick M. ; Han, Ilseung ; Jørgensen, Jes K. ; Kwon, 
Woojin ; Lee, Chang Won ; Li, Zhi-Yun ; Looney, Leslie 
W. ; Narang, Mayank ; Ohashi, Nagayoshi ; Takakuwa, 
Shigehisa ; Tobin, John J. ; de Gregorio-Monsalvo, 
Itziar ; Lai, Shih-Ping ; Lee, Jeong-Eun ; Tomida, Kengo 
"Early Planet Formation in Embedded Disks (eDisk). 
XV. Influence of Magnetic Field Morphology in Dense 
Cores on Sizes of Protostellar Disks" , 2024, The 
Astrophysical Journal, Volume 969, Issue 2, id.125, 10 
pp.

14.	Nagao, T. ; Maeda, K. ; Mattila, S. ; Kuncarayakti, H. ; 
Kawabata, M. ; Taguchi, K. ; Nakaoka, T. ; Cikota, A. ; 
Bulla, M. ; Vasylyev, S. S ; Gutiérrez, C. P. ; Yamanaka, M. 
; Isogai, K. ; Uno, K. ; Ogawa, M. ; Inutsuka, S. ; Tsurumi, 
M. ; Imazawa, R. ; Kawabata, K. S. "Evidence for bipolar 
explosions in Type IIP supernovae" , 2024, Astronomy 
& Astrophysics, Volume 687, id.L17, 15 pp.

15.	Li, Wenxiu ; Inayoshi, Kohei ; Onoue, Masafusa 
; He, Wanqiu ; Matsuoka, Yoshiki ; Pan, Zhiwei ; 
Akiyama, Masayuki ; Izumi, Takuma ; Nagao, Tohru 
"Reconstruction of Cosmic Black Hole Growth and 
Mass Distribution from Quasar Luminosity Functions 
at z > 4: Implications for Faint and Low-mass 
Populations in JWST" , 2024, The Astrophysical Journal, 
Volume 969, Issue 1, id.69, 14 pp.

16.	Hoshi, Atsushi ; Yamada, Toru ; Kokubo, Mitsuru ; 
Matsuoka, Yoshiki ; Nagao, Tohru "The Relationship 
of Supermassive Black Holes and Host Galaxies at z 
< 4 in the Deep Optical Variability-selected Active 
Galactic Nuclei Sample in the COSMOS Field" , 2024, 
The Astrophysical Journal, Volume 969, Issue 1, id.11, 9 
pp.



32

17.	B e r t  Va n d e r  M e u l e n ,  P e t e r  C a m p s ,  M a s a h i r o 
Tsujimoto, and Keiichi Wada "Intrinsic line profiles for 
X-ray fluorescent lines in SKIRT" , 2024, Astronomy & 
Astrophysics, Volume 688, id.L33, 5 pp.

18.	Kataoka, J. ; Iwashita, R. ; Tanaka, K. S. ; Mori, R. ; 
Ogasawara, S. ; Suga, T. ; Koshikawa, N. ; Watanabe, K. 
; Yasuda, M. ; Kobayashi, H. ; Kobayashi, D. ; Otsubo, 
K. ; Ohira, A. ; Amaki, Y. ; Arai, Y. ; Tashiro, K. ; Ozeki, 
Y. ; Kawaguchi, Y. ; Yoshimura, D. ; Yoshida, H. ; 
Takahashi, K. ; Yatsu, Y. ; Chujo, T. ; Nakanishi, H. ; 
Onishi, M. ; Takeda, S. "INSPIRE: Challenge of 50 kg-
class satellite to open up MeV gamma-ray astronomy" 
, 2024, Nuclear Inst. and Methods in Physics Research, A, 
Volume 1065, id.169518

19.	Abdullah, M. ; Bagchi, S. ; Harakeh, M. N. ; Akimune, 
H. ; Das, D. ; Doi, T. ; Donaldson, L. M. ; Fujikawa, Y. 
; Fujiwara, M. ; Furuno, T. ; Garg, U. ; Gupta, Y. K. ; 
Howard, K. B. ; Hijikata, Y. ; Inaba, K. ; Ishida, S. ; Itoh, 
M. ; Kalantar-Nayestanaki, N. ; Kar, D. ; Kawabata, T. ; 
Kawashima, S. ; Khokhar, K. ; Kitamura, K. ; Kobayashi, 
N. ; Matsuda, Y. ; Nakagawa, A. ; Nakamura, S. ; 
Nosaka, K. ; Okamoto, S. ; Ota, S. ; Pal, S. ; Pramanik, 
R. ; Roy, S. ; Weyhmiller, S. ; Yang, Z. ; Zamora, J. C. 
"Effect of ground-state deformation on the isoscalar 
giant monopole resonance and the first observation 
of overtones of the isoscalar giant quadrupole 
resonance in rare-Earth Nd isotopes" , 2024, Physics 
Letters B, Volume 855, id.138852

20.	Tsukamoto, Yusuke "Co-evolution of dust grains and 
protoplanetary disks. II. Structure and evolution of 
protoplanetary disks: An analytical approach" , 2024, 
Publications of the Astronomical Society of Japan, 
Volume 76, Issue 4, pp.674-687

21.	Marconi, A. ; Amiri, A. ; Feltre, A. ; Belfiore, F. ; Cresci, 
G. ; Curti, M. ; Mannucci, F. ; Bertola, E. ; Brazzini, M. 
; Carniani, S. ; Cataldi, E. ; D'Amato, Q. ; de Rosa, G. ; 
Di Teodoro, E. ; Ginolfi, M. ; Kumari, N. ; Marconcini, 
C. ; Maiolino, R. ; Magrini, L. ; Marasco, A. ; Mingozzi, 
M. ; Moreschini, B. ; Nagao, T. ; Oliva, E. ; Scialpi, M. ; 
Tomicic, N. ; Tozzi, G. ; Ulivi, L. ; Venturi, G. "HOMERUN: 
A new approach to photoionization modeling: I. 

Reproducing observed emission lines with percent 
accuracy and obtaining accurate physical properties 
of the ionized gas" , 2024, Astronomy & Astrophysics, 
Volume 689, id.A78, 16 pp.

22.	Lee, Kianhong ; Akiyama, Masayuki ; Kohno, Kotaro 
; Iono, Daisuke ; Imanishi, Masatoshi ; Hatsukade, 
Bunyo ; Umehata, Hideki ; Nagao, Tohru ; Toba, 
Yoshiki ; Chen, Xiaoyang ; Egusa, Fumi ; Ichikawa, 
Kohei ; Izumi, Takuma ; Matsumoto, Naoki ; Schramm, 
Malte ; Matsuoka, Kenta "Ongoing and Fossil Large-
scale Outflows Detected in a High-redshift Radio 
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学会、研究会における発表
（国際研究会）　　　　　　　　　　　　　

1.	 中西 裕之 , "Magnetic field structure of nearby 
galaxies" , Cosmic Magnetism in the Pre-SKA Era, 
2024/05/27-2024/05/31, 稲盛会館 ( 鹿児島市 ), Oral

2.	 沈嘉耀 , "Polarization structures of the non-
thermal filaments revealed in the MeerKAT" , 
Cosmic Magnetism in the Pre-SKA Era, 2024/05/27-
2024/05/31, 稲盛会館 ( 鹿児島市 ), Oral, 

3.	 泉 拓磨 , "Rapid mass assembly and co-evolution in z 
> 6 low-luminosity quasars studied by ALMA" , Kavli-
IPMU Galaxy and BH evolution workshop, 2024/06/03-
2024/06/07, 東京大学 柏キャンパス (IPMU)( 千葉県柏
市 ), Oral, Invited

4.	 高桑 繁久 , "eDisk Modeling of a Protostellar Disk: 
Flared Dust Distribution and Viscous Accretion 
Heating of the Disk around R CrA IRS 7B-a" , Mini 
Workshop on Star Formation, 2024/06/10-2024/06/12, 
稲盛会館 ( 鹿児島市 ), Oral

5.	 今井 裕 , "Highly collimated fast bipolar jets from 
dying stars:  lessons learned for outflows from young 
stellar objects" , Mini Workshop on Star Formation, 
2024/06/10-2024/06/12, 稲盛会館 ( 鹿児島市 ), Oral

6.	 新永 浩子 , "Magnetic field in the isolated massive 
dense clump IRAS 20126+4104 " , Mini Workshop on 
Star Formation, 2024/06/10-2024/06/12, 稲盛会館 ( 鹿
児島市 ), Oral

7.	 新永 浩子 , "Understanding the mass loss history 
and the circumstellar magnetic field of the extreme 
red supergiant VY CMa" , Mini Workshop on Star 
Formation, 2024/06/10-2024/06/12, 稲盛会館 ( 鹿児島
市 ), Oral

8.	 塚本 裕介 , "Coevolution of Dust grains and 
protplanetary disks" , Mini Workshop on Star 

Formation, 2024/06/10-2024/06/12, 稲盛会館 ( 鹿児島
市 ), Oral, Invited

9.	 西合 一矢 , "Revealing Proper Motion of Protostars 
and Associated Outflows in the Ophiuchus by High-
Resolution Observations" , Mini Workshop on Star 
Formation, 2024/06/10-2024/06/12, 稲盛会館 ( 鹿児島
市 ), Oral

10.	高橋 実道 , "Hidden spiral structure in the dust 
continuum emission of the Protostellar disk around 
IRAS 16544-1604 in CB 68" , Mini Workshop on Star 
Formation, 2024/06/10-2024/06/12, 稲盛会館 ( 鹿児島
市 ), Oral

11.	髙石 大輔 , "Formation of Unipolar Outflow and 
Protostellar Rocket Effect in Magnetized Turbulent 
Molecular Cloud Cores" , Mini Workshop on Star 
Formation, 2024/06/10-2024/06/12, 稲盛会館 ( 鹿児島
市 ), Oral

12.	油谷 直道 , "Mass transport mechanism to galactic 
nuclei in spiral galaxies: effect of supernova 
explosions" , Mini Workshop on Star Formation, 
2024/06/10-2024/06/12, 稲盛会館 ( 鹿児島市 ), Oral

13.	城戸 未宇 , "Physical structures of streamers in the 
Class 0 protostar IRAS 16544-1604" , Mini Workshop 
on Star Formation, 2024/06/10-2024/06/12, 稲盛会館
( 鹿児島市 ), Oral

14.	小林 雄大 , "Long-term evolution of protoplanetary 
disk using 1D simulation" , Mini Workshop on Star 
Formation, 2024/06/10-2024/06/12, 稲盛会館 ( 鹿児島
市 ), Oral

15.	篠崎 愛翔 , "Analysis of Hot CH3OH Core around 
the Class 0 protostar B1-c " , Mini Workshop on Star 
Formation, 2024/06/10-2024/06/12, 稲盛会館 ( 鹿児島
市 ), Oral

16.	石橋 志悠 , "Interaction between the Infalling Rotating 
Envelope and Bending Outflow in the Extremely 
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Young Class 0 Protostar L1451-mm" , Mini Workshop 
on Star Formation, 2024/06/10-2024/06/12, 稲盛会館
( 鹿児島市 ), Oral

17.	堂込 天太 , "Predicting Reliable Dust Temperature Maps 
from Molecular Line Data Using Machine Learning" 
, Mini Workshop on Star Formation, 2024/06/10-
2024/06/12, 稲盛会館 ( 鹿児島市 ), Oral

18.	Hayato Uchimura  (Kagoshima University), "Analysis 
of the dust dynamics in the outflow around protostar 
" , Mini Workshop on Star Formation, 2024/06/10-
2024/06/12, 稲盛会館 ( 鹿児島市 ), Oral

19.	Ramon Wada  (Kagoshima University), "Magnetic Fields 
and Star Formation in IC1396A Globule Probed by 
Submillimeter-wave Polarimetry" , Mini Workshop on 
Star Formation, 2024/06/10-2024/06/12, 稲盛会館 ( 鹿
児島市 ), Oral

20.	Tsubasa Morikawa  (Kagoshima University), 
"Aerodynamic properties of high porosity dust" , Mini 
Workshop on Star Formation, 2024/06/10-2024/06/12, 
稲盛会館 ( 鹿児島市 ), Oral

21.	Takuya Nakayama  (Kagoshima University), "Creation 
of animations of protostar jets using archived data 
from the ALMA telescope" , Mini Workshop on Star 
Formation, 2024/06/10-2024/06/12, 稲盛会館 ( 鹿児島
市 ), Oral

22.	Yuichi Sakamoto  (Kagoshima University), 
"Understanding the impact of magnetic fields and 
turbulence on the lifetime of the First core" , Mini 
Workshop on Star Formation, 2024/06/10-2024/06/12, 
稲盛会館 ( 鹿児島市 ), Oral

23.	和田 桂一 , "Theoretical perspective on circumnuclear 
gas and flows in AGN" , Galaxy Evolution at High 
Resolution, 2024/06/23-2024/06/26, Schloss 
Ringberg(Bavaria, Germany), Oral, Invited

24.	和田 桂一 , "Physical models of various components 

from 10 pc to 10^-4  pc in AGNs" , Seminar, 2024/06/28, 
Ghent univeristy(Gent,Belgium), Oral, Invited

25.	和田 桂一 , "Summary of numerical modeling related 
to AGN fueling;" , European Astronomical Society 
Annual Meeting, 2024/07/01-2024/07/05, Padova 
Congress(Padova, Italy), Oral, Invited

26.	谷本 敦 , "The Origin of the X-Ray Polarization in the 
Cricinus Galaxy" , European Astronomical Society 
Annual Meeting, 2024/07/01-2024/07/05, Padova 
Congress(Padova, Italy), Poster

27.	谷本 敦 , "The Origin of the X-Ray Polarization inthe 
Circinus Galaxy" , COSPAR2024 - 45th Scientific 
Assembly, 2024/07/13-2024/07/20, BEXCO( 韓国 ･ 釜
山 ), Oral

28.	城戸 未宇 , "Physical properties and structures of the 
streamers in the Class 0 protostar IRAS 16544-1604" 
, East Asian ALMA Science Workshop 2024 、Data 
Analysis Workshop 2024, 2024/07/22-2024/07/26, ソウ
ル国立大学 , Siheung campus( 韓国 ･ 始興市 ), Oral

29.	高桑 繁久 , "The present status of eDisk" , East 
Asian ALMA Science Workshop 2024, 2024/07/22-
2024/07/24, ソウル国立大学 , Siheung campus( 韓国 ･
始興市 ), Oral, Invited

30.	塚本 裕介 , "Coevolution of dust grains and 
protoplanetary disks" , Mini-Workshop on PPDs 
and Planets, 2024/07/31-2024/08/01, Nagoya 
University( 名古屋市 ), Oral

31.	今井 裕 , "A digital-spectroscopy-type water vapor 
radiometer for high accuracy radio astrometry" , IAU 
General Assembly Focus Meeting 11, 2024/08/06-
2024/08/15, Cape Town International Convention 
Centre(Cape Town), Poster
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学会、研究会における発表
（国内研究会）

1.	 和田 桂一 , "AGN sub-pc 構造の最近の進展 " , 最先
端の観測装置と理論の両輪で探る降着現象の物理 , 
2024/05/25, 京都大学理学部 4号館5階会議室(京都市 ), 
Oral

2.	 谷本 敦 , " 輻射駆動噴⽔モデルに基づいた X 線スペクト
ル計算 " , 最先端の観測装置と理論の両輪で探る降着現
象の物理 , 2024/05/25, 京都大学理学部 4 号館 5 階会
議室 ( 京都市 ), Oral

3.	 塚本 裕介 , " 強化学習による超高速数値計算の実現
と星惑星形成の新展開 " , 2024 年度「創発の場」, 
2024/06/26-2024/06/27, L stay & grow 南砂町( 東京都 ), 
Oral

4.	 今井 裕 , "NOCTURNE (Nobeyama Octatonic-scale 
bands, Unitary-frame Receivers Nexus)" , 野辺山開発
ミーティング, 2024/07/05, 国立天文台野辺山宇宙電波観
測所 ( 長野県南佐久郡南牧村 ), Oral

5.	 今井 裕 , "HINOTORI 進捗報告 " , 野辺山開発ミーティング, 
2024/07/05, 国立天文台野辺山宇宙電波観測所 ( 長野県
南佐久郡南牧村 ), Oral

6.	 塚本 裕介 , " 強化学習による超高速数値計算の実現と星
惑星形成の新展開 " , JST 創発創発的研究支援事業第 3
回 融合の場 , 2024/07/18-2024/07/19, 京都大学百周年
時計台記念館 1 階百周年記念ホール ( 京都市 ), Poster

7.	 柴田 洋佑 , " アンモニア分子輝線から導出される分子
雲高密度領域の物理量測定手法の評価とその応用 " 
, 2024 年度 第 54 回 天文・天体物理若手夏の学校 , 
2024/07/23-2024/07/26, 三重県伊勢志摩 賢島 宝生苑
( 三重県志摩市 ), Oral

8.	 沈嘉耀 , "MeerKAT 銀河中心サーベイで解明する非熱的
電波フィラメントの偏波構造 " , 2024 年度 第 54 回 天文・
天体物理若手夏の学校 , 2024/07/23-2024/07/26, 三重
県伊勢志摩 賢島 宝生苑 ( 三重県志摩市 ), Oral

9.	 神宮司 麗珠 , "Centaurus A の流体シミュレーション：bar 
potential の影響 " , 2024 年度 第 54 回 天文・天体物理
若手夏の学校 , 2024/07/23-2024/07/26, 三重県伊勢志
摩 賢島 宝生苑 ( 三重県志摩市 ), Oral

10.	中島 圭佑 , "VLBI で探る超微細星間空間構造の探究
" , 2024 年度 第 54 回 天文・天体物理若手夏の学校 , 
2024/07/23-2024/07/26, 三重県伊勢志摩 賢島 宝生苑
( 三重県志摩市 ), Oral

11.	 今井 裕 , "ASKAP Survey Science Projects and GASKAP-
OH" , SKA precursor による星間物質研究ワークショップ 
2024, 2024/09/04-2024/09/05, 九州産業大学 ( 福岡市 ), 
Oral
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学会、研究会における発表
（日本天文学会秋季年会）

2024年9月11日～13日　
関西学院大学(神戸三田キャンパス)

1.	 	N06a： 中 川 亜 紀 治 , 渡 邉 良 介 ( 鹿 児 島 大 学 ), 倉 山
智春 ( 帝京科学大学 ), 須藤広志 ( 仙台高専 ), Gabor 
Orosz(JIVE), 上塚貴史 , 橘健吾 ( 東京大学 ), " 非常に長
い変光周期を持つ OH/IR 星の周期光度関係の示唆 "

2.	 N08a： 甘 田 渓 , 今 井 裕（ 鹿 児 島 大 学 ）, Youngjoo 
Yun (KASI), Bo Zhang (SHAO), ESTEMA collaboration, "
長周期変光星周 SiO メーザーの VLBI モニター観測で
探る星周物質の加速機構 "

3.	 N35a：山中雅之 , 永山貴宏 ( 鹿児島大学 ), "1m 望遠鏡
/kSIRIUS で捉えられた Ibn/Icn 型超新星 SN 2023xgo 
の赤外超過 "

4.	 P110b：坂元 優一, 塚本裕介 ( 鹿児島大学 ), " 磁場と乱
流が First core に与える影響 "

5.	 P119a：堂込天太 , 石橋志悠 ( 鹿児島大学 ), 島尻芳人 ( 九
州 共 立 大 学 ), 高桑繁久, 西合一矢, 高橋実道, 城戸未宇
(鹿児島大学), " 機械学習を用いた分子輝線データによ
るダスト温度予測モデルの構築 "

6.	 P131a：和田羅文 , 佐藤欽亮 , 新永浩子 ( 鹿児島大学 ), 
" サブミリ波観測で探る IC1396A グロビュール内の磁
場と星形成 "

7.	 P135a：髙石大輔、塚本裕介、城戸未宇、高桑繁久 ( 鹿
児島大学 )、三杉佳明 ( 国立天文台 )、工藤祐己 ( 東北
大学 )、須藤靖 ( 高知工科大学 ), " 磁化した乱流分子雲
コアの磁場と角運動量の向きの違いが単極アウトフ
ロー駆動に与える影響 "

8.	 P203a：内村迅渡 ( 鹿児島大学 ), 工藤哲洋 ( 長崎大学 ), 
塚本裕介 ( 鹿児島大学 ), " 解析的アウトフローモデル
を用いた原始星アウトフロー中でのダスト運動の研究 "

9.	 P216a：塚本裕介 ( 鹿児島大学 ), " ダストと円盤の
共進化過程 II: 解析的計算に基づく円盤構造の進化 "

10.	Q40a：Kazuki Sato, Hiroko Shinnaga (Kagoshima 
U n i v e r s i t y ) ,  R a y  S .  F u r u y a  ( T o k u s h i m a 
University),Takeru K. Suzuki, Kensuke Kakiuchi 
(University ot Tokyo) and J¨urgen Ott (NRAO), 
"Spiral Magnetic Field and Their Role on Accretion 
Dynamics in the Circumnuclear Disk of Sagittarius 
A*: Insight from λ = 850 µm Polarization Imaging"

11.	Q47a：中島圭佑 , 今井裕 ( 鹿児島大学 ), Youngjoo 
Yun( 韓国天文研究院 ), " 星間物質凝集過程に見られ
る超微細空間構造の分子吸収線観測 "

12.	S18a：谷本敦 , 和田桂一 ( 鹿児島大学 ), 小高裕和 ( 大
阪大学 ), 工藤祐己 ( 東北大学 ), " 輻射駆動噴水モデ
ルに基づいた X 線スペクトル計算と NGC3783 への
適用 "

13.	V140b：今井 裕（鹿児島大学）, 河野裕介 , 佐藤 元 , 
寺家孝明 , 小山友明（国立天文台水沢）, 米倉覚則（茨
城大学）, 西村 淳 , 宮澤千栄子（国立天文台野辺山）, 
" 野辺山 45 m 電波望遠鏡における OCXO を用いた 
VLBI 実験 "

14.	X52a：油谷直道 ( 鹿児島大学 )、 斎藤貴之 ( 神戸大
学 )、　川勝望 (呉高専)、 和田桂一 ( 鹿児島大学 ), " 高
質量分解能計算で明かす、銀河スケールから銀河中
心核への質量輸送機構 "
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1.	 	中 西 裕 之 ,  Cosmic Magnetism  in the Pre-SKA Era 
Science Organizing Committee 、 天 の 川 銀 河 研 究
セ ン タ ー 共 催 ,  2024/05/27 - 2024/05/31 ,  "Cosmic 
Magnetism in the Pre-SKA Era", 鹿児島大学稲盛会館
( 鹿児島市 )

2.	 高桑 繁久 , 天の川銀河研究センター主催 , 2024/ 06 
/10 -2024/06/12, "Mini Workshop on Star Formation", 
鹿児島大学稲盛会館 ( 鹿児島市 )

1.	 	高桑 繁久 , 2024/07/05, MBC ラジオ ポニーのスマイル
中継（モーニングスマイル）, " 天の川銀河研究センター
の紹介と研究内容、天の川について "

2.	 山中 雅之 , 2024/08/20, 南海日日新聞 , " 奄美の自然、
研究者と視察～鹿児島大学が体験プログラム　県本土
から小中学生が参加～

1.	 	中西 裕之 , 2024/06/19, 発明の名称：演算装置、電波
干渉計及び演算方法

2.	 泉 拓磨 , 2024/04/22, 令和 6 年度科学技術分野の文部
科学大臣表彰 若手科学者賞 , " 活動銀河核周辺物質の
多彩な構造に関する観測的研究 "

1.	 	中西 裕之 , 2024/06/12, " 中学２年「宇宙の不思議と
観測」" , 中学２年「シリーズ宇宙学」講義 , 鹿児島
県立楠隼中学校 ( 肝属郡肝付町 )

2.	 永山 貴宏 , 2024/08/09, " 入来 1m 光赤外線望遠鏡の
見学 " , 宮城教育大学の「理系未来人材発掘・科学者
の卵 ZERO-Step STEAM プログラム」による中学生
の見学 , 鹿児島大学 1m 光赤外線望遠鏡 ( 薩摩川内市 )

3.	 和田 桂一 , 2024/09/02, " 中学 1 年「巨大ブラックホー
ルと宇宙」" , 中学１年「宇宙学Ⅰ」, 鹿児島県立楠
隼中学校 ( 肝属郡肝付町 )

広報普及活動・社会貢献
（一般向け講演会）

1.	 	半田 利弘 及び 学生 , 2024/03/23, "  天の川銀河研究セ
ンターの T・P・P（天文・パフォーマンス・プロジェ
クト）, 主催：鹿児島市立科学館 , 鹿児島市立科学館 ( 鹿
児島市 )

2.	 髙石 大輔 , 2024/07/07, " 星の赤ちゃんはロケット ? シ
ミュレーションで迫る星・惑星系の誕生過程 " , 愛媛
大学・鹿児島大学・熊本大学・山口大学四大学合同七
夕講演会 2024, 四大学共催 , オンライン

3.	 高桑 繁久 , 2024/07/13, " 鹿児島大学の宇宙の紹介 " , 
第 17 回「“ 宇宙（天文）を学べる大学 ” 合同進学説明会」, 
主催：宇宙（天文）を学べる大学合同進学説明会実行
委員会 / 共催：大阪市立科学館 , オンライン

4.	 今井 裕 , 2024/07/20, " 宇宙の噴水・間欠泉の観測か
ら星の進化を見届ける " , 野辺山宇宙電波観測所特別
公開 ( オンライン ), 主催：野辺山宇宙電波観測所 , オ
ンライン

5.	 中川 亜紀治 , 2024/08/03, " 星の距離のはかり方 " , 夏
の宇宙へご招待 , 霧島小学校 ( 霧島市 )

広報普及活動・社会貢献
（研究会の主催）

広報普及活動・社会貢献
（マスコミ報道）

受賞・特許

広報普及活動・社会貢献
（広報普及活動）

6.	 山中 雅之 , 2024/08/19, " 今夜の星空と天の川の話 " , 
鹿児島大学の研究者と学ぶ奄美自然体験プログラム２
泊３日で奄美大島の自然を体験！ , 主催：鹿児島大学 , 
奄美少年自然の家 ( 奄美市）
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天の川銀河研究センター主催
鹿児島大学天文学談話会

鹿児島大学天文学談話会とは、宇宙物理学研究室
の学生やスタッフを主たる対象として、鹿児島大学
を訪れている天文学研究者が自らの研究成果を中心
に紹介する会合です。

2024 年度上半期は 5 回開催しました。
http://agarc.sci.kagoshima-u.ac.jp/ja/danwakai

1.   第 129 回   2024/05/24 
Roldan Cala ( Instituto de Astrofísica de Andalucía ,
大学院生 ( 博士課程 )

「H2O/OH masers, `water fountains’, non-thermal 
radio continuum, and dual chemistry of nascent 
planetary nebulae 」

2.   第 130 回   2024/06/13 
山 口 正 行 ( Academia Sinica Institute of Astronomy 
and Astrophysics , 博士後研究員 )

「ALMA 2D super-resolution imaging of Taurus-Auriga 
protoplanetary disks: Probing statistical properties of 
disk substructures 」

3.   第 131 回   2024/08/12 
Peter van Hoof ( Royal Observatory of Belgium , 
Project Researcher )

「 Dust and molecules in Pne 」

4.   第 132 回   2024/08/12
Chamani Gunasekera ( University of Kentucky , 
Postdoctoral Researcher )

「Preparing for High-Resolution X-rays in the 
Microcalorimeter Era 」

5.   第 133 回   2024/09/05
 芝池 諭人 ( 国立天文台 , 特任研究員 ）

「周惑星円盤のダスト熱放射から制約する形成中のガ
ス惑星の特性 」
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天の川銀河研究センター　構成メンバー 令和6年（2024）10月現在
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【教　員】

【研究員等】

【研究支援者】

今井裕

犬童寛子

大畠賢一

小林励司

新永浩子

高桑繁久

塚本裕介

中川亜紀治

中西裕之

永山貴宏

西川健二郎

半田利弘

馬嶋秀行

和田桂一

西合一矢

谷本敦

山中雅之

高橋実道

馬場淳一

髙石大輔

川勝望

工藤祐己

三杉佳明

馬場俊介

酒見はる香

大滝恒輝

今門亜弥

福田しのぶ

いまいひろし

いんどうひろこ

おおはたけんいち

こばやしれいじ

しんながひろこ

たかくわしげひさ

つかもとゆうすけ

なかがわあきはる

なかにしひろゆき

ながやまたかひろ

にしかわけんじろう

はんだとしひろ

まじまひでゆき

わだけいいち

さいごうかずや

たにもとあつし

やまなかまさゆき

たかはしさねみち

ばば じゅんいち

たかいしだいすけ

かわかつのぞむ

くどうゆうき

みすぎよしあき

ばばしゅんすけ

さけみはるか

おおたきこうき

いまかどあや

ふくだしのぶ

教授, 協力教員, 総合科学域

准教授, 協力教員, 医歯学域

准教授, 登録教員, 理工学域

准教授, 登録教員, 理工学域

准教授, 登録教員, 理工学域

教授, 副センター長, 登録教員, 理工学域

准教授, 登録教員, 理工学域

助教, 登録教員, 理工学域

准教授, 登録教員, 理工学域

准教授, 登録教員, 理工学域

教授, 登録教員, 理工学域

教授, 登録教員, 理工学域(2024年3月まで)

教授, 協力教員, 医歯学域(2019年3月まで)

教授, センター長, 登録教員, 理工学域

プロジェクト研究員

特任助教

特任助教

特任研究員

特任准教授

特任助教

公立高専専門学校研修員

特任研究員（2023年3月まで）

プロジェクト研究員（2023年4月まで）

プロジェクト研究員（2023年12月まで）

プロジェクト研究員（2024年3月まで）

プロジェクト研究員（2024年9月まで）

【客員研究員】

長尾透

泉拓磨

ながおとおる

いずみたくま

（ 愛媛大学, 教授 ）

（ 国立天文台, 准教授 ）
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天の川銀河研究センター　運営会議　構成員 令和6年（2024）10月現在
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鹿児島大学大学院理工学研究科附属天の川銀河研究センター運営会議規則

（平成30年11月14日付け）より構成員は以下です。

(1) 鹿児島大学大学院理工学研究科附属天の川銀河研究センター

(2) 鹿児島大学大学院理工学研究科附属天の川銀河研究センター

(3) 組織規則第４条第１項第３号に定める者から理工学研究科長が指名する者 ２名 

　

(4) 学術研究院理工学域理学系の教授又は准教授のうちから理工学研究科長が指名する者 ２名 

(5) 学術研究院理工学域工学系の教授又は准教授のうちから理工学研究科長が指名する者 ２名 

(6) 理工学研究科等理学系事務課長 

(7) その他運営会議が必要と認めた者 

オブザーバー 

センター長　和田桂一 教授

副センター長　高桑繁久 教授

永山貴宏 准教授、中西裕之 准教授

新留康郎 教授、冨安卓滋 教授

上谷俊平 教授、渡邉俊夫 准教授
 

山森剛 事務課長 

該当者なし 

山口明伸　理工学研究科長




